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(2) 学校での生活 (担任教師の所見 ・ ・・筆者)• 
成績は中の上位で数学，英語は不得意，根気強8がない性格で，色fl:i.ごと陀す1・あきる。誰とでも仲良
〈し ，依頼心が強い。節気でもゐる。担任Kはよく念ついてhる。
(3) 交友関係 (父親 ，担任教師の所見j








K扱って溺愛的I'LMをかばえ がちでゐり ，反面にタ イミングそはずれたMへのきびしいしつけを
行う 乙 ともあり，乙れらが逆ItCMの反抗を~ê:み出す要素になっている。
Mの反抗性をさ?ってみると， r家庭の温かさがない」乙と， r母性愛が欲しい」乙と ，裏がえ
せは ，性的念自賞めからくる家庭の味気なさが ，Mの神御句性格とかかわって ，そうさせているよ







ずかしいと思った。 ・・・ でも考えました。 ・・・・・・生徒会K一度も関係し念かった私が三佼K
なったということで，心は大変明るくなりました・・・・・・・ 」と気持を落ちつけていたが，選挙のほ





















































































。)) Mの性伽ゐら，やがてゆきずまりが〈る ζ とが予想されるので，とれを克服する手段にする。
Mのヤらついた時期を区切って以下日記指導の経過在述べたい。，
(1)第一期 (2月 18日から S月 3 1日まで) T :担任教師








<V3月 8日(月) r ・・・犯はおばちゃん~ ...・・・・テス トの話をしたりして大変楽しい一時
だった。父の所だiと庖がゐみのでそれができ念い。 ・・・・いつもささやか念夕食Kなっ
てしまう。それなのに又，夜、が抜げたのでどんなK淋しい乙とか。私は二学期十て作った
鈎歌手t思い出した。 H働いて~Jき過した 1 日も子どものねがおみてつかれとる，・・・・・・
今の父母にはこれができない。却って疲れさせている・.....J
φ8月 19日 (日) rもう日記を先生K見せなく念って 7日もたつ。このとゐどうしたにとか臼
記を先生その他K見せるのがいやK左った・・・・」
~ T rだんだん日記の内容が深まってきています。・・・・・・やっぱり 日記を見せ念ければ念ら
ないと思います。今が大切なl侍です。がんばれ/J








08月 21日〈金) r・・・・私設等吉神をたたき直す時がついにきた。 ・・・・父と久しぶり K会っ
た。 ・・・・・・ 自分の親父だという ことそ頭十ておいて行動した。 ・・・・・・ 家へ帰ってやってl
v.. < 自信はある ・・..~。Tr君は今おとうさんの所へいt日が近い.どんな時でも，じっくり話し合って解決して
下さい。私が応援します。...... J 








(2)第二期 (3月81臼から 4月 2 6日までJ
く9>S.p!S1臼(金)・・・・親父が*た。乙ちらへきてー健:目;?:oζの前の時よりよゅ うのある顔
t.;・平l、は賂じた。 ・・・・..ζれなら安心して帰られゐなあ什内心思った。明日家へ帰って
乙hとの乙とである。 ・・・・・・ 私伐とびゐがってζゐζびそうだった。 .'.・・・これで在、の
つみは消えるのだ ・・・・・・」
令4月 1臼(土) r家へ入ると二階へかけ上った。そして 12時頃まで楚患をやった。・・・・」








姿?をじいっ と見ているではないか. ・・・でも自分のまいた種と思い ζれK打ち勝たな
くてはと自分をはげましている。 J
















φ4.fij 1 1臼(火) rもうこの日記?をつけ始めてから，すぐニヵ月になゐうとしている。乙のご
ゐやっと日記の長所がわかってきたようだ。ゐの時あん1i:乙とを書いたが，先生の意見
はどうだったゐうなんて，ひまの時見ると大変たのしい0 ・・・・・」







(3) 第三期(4月 26日から 8月 20日までJ
Mは第三冊目を書きはじめ介。乙の動期はMにとっては一番安定した時で，日記の内容を分類す
ると
φ5月 3臼(水) r乙の日記だけは ，私が立ちi貰った記念、として最後までやりとげたいと怠っ
ている」














@ T r君という人聞はやっ とできゐがってきた。思えは日 記もすでに半年宏数える。自分で




③ 8月 5日(土) r今日もまた進学のことで，父と気が合わ念い。 ・・・・自分K自信がもてな
.い・・・・・J
③8月 8日(火) rほんとうK自分がhやKなってきた。 ・・・・・もう自分で自記も書きたく*
い。もう乙うなったら，自分念んて考えない。 ・・・・・ 」
く~8 月 1 7日(金) rとぴとびK日記を書きはじめてから，私の心は一白一日と荒れてゆく。し
かし，自分ではどうにも左らない。..... J 
③ 8月 20日仁司) rまた私の感い〈せが出た。 ・・・・・父はお乙ってもう勉強念んかにいくなと
いった。.<そっと思った。今日はくしゃくしゃしてねむれなかった。...・J
日言E比三日おき，三日おきと書く臼が減ってきた。夏休み中で私と顔をあわせるζ とが出来念か
ったことが，条件としては感t揃い， 8月 20日，遂lて臼記は中絶した。 Mi'Cは長い休みは禁物?で
ゐる。
















一-8 9 ~ 
らないだろうという先生の言奨が非常にやろうという意欲をもり立てた。 ・・・よしゃ
んう。 ・・・J













(5) 第五期 (11月18 Eiから 11月308までJ
















(6) 第六期 (1 2月 1白から 1月 1 6日までJ
φ 1 2月 9日(土) r今日私Kおばちゃんは自分の若h乙ろのととを話してくれた。その時，
私はふと手をみた。私の手とおばちゃんの手はぴったり重左りゐった。 ・・・・でもし
わは私の手』てなかった。本当に持労したというそのしわが私の手には念かった。...J 
〈ラ 12月 2 1日 (木) r・・・・・今日やっと Sf'(会え先ム (註 Sは帰省したJ・・・・ 1回会うと
とに人聞が変ってい くようだ。 ・・・・ちょっと兄貴みたいだ。 一・・私は誰よりも好
ー 90-ー:
きだ。はやくりっぱK怠ってほしいと思う。 .....J 
⑤ 1 2月 23日(土) r・・・・8は煽った。色うねむっておきたらそんな乙と念んか忘れてしま
った・一..J 




. @ T r酔えるように念ったお:.1::，さんは.'それだけ君のととKついて安心しはじめたのだ・・ .j 
Mをとりまく条件が正常に動いてhる時は，1¥1は正常である。 しかし，わずかでも周閣の条件が
調子を狂わすとまだ心が〈ずれてくる。正月十E入って，母のこ止で心の葛藤が表面だってきた。
く予 1Jj 5日(金) r今日家へ帰ると母が帰ってきていた。夕食はもちみん母が作った。でも時
々母が帰って乙念ければよいと思うことがある。 ・・・・・J CiI:.母とは誕生母でつとめに
出て泊っている。 J
① 1月 8日〈土) r・・・・・夕食の時，母KMヲと呼ばれてぴ(っとした。いつもちゃんづげを
のに近じろMになった。 ・・・・少しハラが立った。..... J 
01月 7日 (臼) r・・・・・近ごろ母の乙とばかり考えるようK念った。 ・・・・」


















03月 町日(火) r今日，進学のζとで父と議論した。 ・・・・自信が之とい.今日父に言ったん
だが，落ちてもすヤゆけるように職場をみつげで〈れと言った. ・・・・・・・・・・」
φF 月 ~ r?阿'.C*)r・・・・・・・だんだ人赤んぼうが ，かわい〈念るKつれ，弘の方は苦しく念って
< ';;-0最近は立a生してしまって動げない。 ・・・・・・・ l
-ー 91-
①8月18日(日) r・・・・・朝，私が文通している静岡の友達から ，高校をパス したとの知らせ
がゐった。少し刺戟された ・・・・。明日は卒業式だ。どんな気持になるだろう。少 レ心
同だ。も し高校をパス したら ，また先生臼記を見て下さい，お願いします。 MよりJ




陀ど うひびいてく るか気κかかる.人間的に成長し， 立ち直ってき たMを今，乙ゐ場でせめつげ，
苦しめているものは ，まぎれも念い受験体制でゐる。加の一年有余の誘惑とのはげしい心のたたか






勉強の乙と 内 8回 学校のとと
父の乙と (i 0回 t基のζと
自分の心のこと 4 1巨l 遊びのζと
友達の乙と 3 2回 Sのとと
3 0同 進学のζと 1 2回
1 1)回 先生の乙と 8回




















位 (~ 3) 
「教師からみた問題児.の原因としては， 親 ，家庭生活が半数をしめている」ことは，教育研究所












註 (~ 6) 
「子ども達は何時どんを湯会K立ち至って色教師の対抗の対象ではないJ乙とを念頭に置いてMの
指導をしてきた。そして ，Mの実態から ，日青白旨導I'L方法を求めたことは，妥当であったと考える。'・
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